
サマースタジオ2019
第15回 学生デザインワークショップ
公益社団法人 日本造園学会関東支部

◎ 詳細は造園学会関東支部 HPをご覧下さい http://www.kanto.jila-zouen.org/designws/designws-index.htm主催：公益社団法人 日本造園学会関東支部
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対象地

目的

7/19（金）応募締切 (チューター締切 )

大学 学部生・大学院生・研究生
（学校・学部・学年・居住地域は問わない）

下記レポートを PDFデータに変換し、応募時に Eメールにて担当事務局宛に送付。
形式自由、レポートは選抜・チーム編成の検討資料となる。

１）学校・学部・学年・氏名・Eメールアドレス（PC用が望ましい）

２） 以下に対する意見レポートを添付（a :500字程度  b:200字程度）
 a. 今回のテーマに対するアイデア。現実に縛られすぎない自由な意見を 
       求める。8 /3のキックオフミーティングで集まった未来像とアイデアの 
       多様性を披露・共有する。図面・スケッチ・テキストなど自身の得意な
　 方法で表現してください。ベース図を造園学会関東支部HPにアップします。
 b. 学生デザインワークショップへの参加動機

３）　各自の得意分野、興味ある分野のアピール （自由になるべく多く書く）

ex）プレゼン資料作成スキル（手書きスケッチのスキル、CAD・スケッチアップ・
　　 フォトショップ・イラストレーターなどのソフトを使いこなすスキル）、コンセプトや          
           ストーリー立案スキル、ワークショップでのファシリテーション能力、得意分野 
         （植物、生態学、観光、スポーツ、オリンピズムなど） など

3,000 円 /人（支部大会の事例・研究発表登録料と同金額）
※ 各回ミーティング会場までの交通費（宿泊費）は支給されない。
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キックオフミーティング・プレサーベイ・ワークショップ・支部大会に出
席できる学生。ワークショップ期間で 11/23 の支部大会に向けた必要資
料は一通り完成させ、ワークショップ後は、各グループで必要に応じて
微修正の作業イメージ。また、各グループより希望者を募って有志チーム
をつくり、まとめ本の編集作業を行う。発行する冊子に編集メンバーとし
て名前を記載する。

5人程度／グループ、4～ 5グループ程度を編成予定。
様々な専攻分野の学生メンバーによるチームワークを通
じた創造的な共創の実現を目指す。

参照： https://www.joc.or.jp/eco/

代々木公園
提案にあたり、隣接する明治神宮内苑や
周辺の街との関係についても考慮する
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問合せ 
申込先

向山雅之（関東支部副支部長）
E-mail   ss2019.jila.kanto＠gmail.com

キックオフミーティング

プレサーベイ

竹内智子

田中伸彦

嵯峨寿

福岡孝則

8/3（土）

ワークショップ

最終日 8/12にワークショップ成果発表・
審査を行う

8/9（金）～   8/12（月）

運営

スケジュール

応募方法

チーム編成

ランドスケープ計画・設計実務者を中心に、学生の指導・
助言を行う。チューターは各グループに 2 人付く予定。
期中に様々な専門家の方にも指導・助言を頂く。

チューター
制度

11/23（土）

 ～  8/8（木）

関東支部大会（千葉大）にて発表

12月 成果まとめ本を冊子化して、配布・HPアップ
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東京都東部公園緑地事務所　工事課長〔公園緑地行政〕

日本オリンピック・アカデミー (JOA) 理事、日本オリンピック
委員会(JOC)オリンピック・ムーブメント専門部会員〔オリンピズム〕

東京農業大学地域環境科学部造園科学科　准教授
〔グリーンインフラ・パブリックスペース〕

【会場：東京農業大学世田谷キャンパス】

【会場：国立オリンピック記念青少年総合センター】

東海大学観光学部観光学科　教授〔観光〕

※ 各作業は各チームチューター指導の下、チームメンバーの予定を摺合せて行う

今から約 60 年前、1964 年の前回東京五
輪は高度経済成長期に開催された。今日
より明日が良くなり成長することを信じ
た猪突猛進の時代。日本の人口は明治期
に入り急増した。途中第二次世界大戦に
よる減少は見られるが、大きな流れとし
ては一貫した上昇カーブであった。2004
年にピークを迎えると、そこから一気に
減少する予想で、既に 2020 年の次回東京

五輪時は増加から減少の局面に変わってい
る。前のオリンピックから今回のオリンピッ
クと同様の年数 ｰ 60 年間が経過した 2080
年時点での人口予測は 6000 万人強。前回
オリンピック時どころか、大正から昭和の
初め頃の人口まで減少する予想である。こ
れは、明治・大正・昭和・平成時代の過去
から現在までの延長に未来があるという成
長モデルは使えないことを意味する。

幅広い分野の知見を集め、理念を具体的な都市改善の動きにつなげる実践的な提案を行う。提案をまとめるプロセスにおいて、様々な
分野（造園・建築・都市計画・土木・観光・健康・体育・社会・経済・経営・教育など）の学生が分野の枠を超えた議論を通じ、社会
に対し新たな可能性を持つ提案を発信する。学生は社会人チューター（計画・設計実務者）と共に課題に取り組む。また、期中では様々
な専門家（教育、行政、計画・設計実務者など）からも指導・助言を頂く。上記の活動により、社会課題に対し幅広い視野を持って取り組み、
社会に対し説得力のある提案を行うことのできる将来を担う人材育成の一助とする。

※チューター応募方法は下記造園学会関東支部HPをご覧下さい
http://www.kanto.jila-zouen.org/designws/designws-index.htm

1964 年東京五輪のレガシーである代々木
公園に 2020 年東京五輪のレガシーとして
何を残すか？地形・水系を基礎とする環
境を再考し、未来が予想不能な令和の時
代の始まりに開催する 2020 年東京五輪を
きっかけに、オリンピックムーブメント
の 3本柱である「スポーツ」・「文化」・「環境」
を手掛かりにして、「五輪ミュージアム
パーク」を描く。


